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平成 22年度議会運営委員会行政視察報告書 
平成 22 年 10 月 22 日 

１．日     程   平成 22 年 9 月 1 日(水)～9 月 3 日(金) 

２．視  察  先   ☆茨城県結城市 

☆千葉県富津市 

３．視 察 事 項   「議会運営全般について」 

４．視  察  者   一行８名 

・委員 樋口博務委員長 森山一理副委員長 広野豊作委員 

大関勝正委員 樋口浩二委員 関龍雄委員 

・当局 小林多聞総務課参事 

・随行 石井信一議会事務局次長 

 

 

■結城市（茨城県） 

１．市制施行  昭和２９年３月１５日 

２．人  口  ５２，３２８人（世帯数 18,071）平成 22 年 4 月 1 日現在 

３．面  積  ６５．８４㎢ 

４．都市形態 

首都圏から 70 ㎞圏内の関東平野のほぼ中央にあり、茨城県の西部で栃木県小山市と隣

接している。市街地は、市域の北端で標高 40～50ｍの「結城台地」上に広がり、農業地

域は、鬼怒川流域で最も安定した肥沃（ひよく）な沖積（ちゅうせき）層の水田地帯と洪

積層の畑地に分かれている。みどり豊かな自然と環境に恵まれ、昔を偲ばせる城下町であ

る。 

５．議会構成 

①議員数２０名（法定上限数 30 名・条例定数 21 名） 

②会派別構成 政研クラブ 3 名・民政会 4 名・結政会 5 名・新生会 3 名・ 

会派に属さない議員 3 名 

③常任委員会 ・総務 7 人・産業建設 7 人・教育福祉 7 人 

④議会運営委員会 ・委員 7 名（各常任委員会において互選し議長が選任する委員 3 名・

議長が選任する委員 4 名） 

⑤特別委員会 無し 

６．各種会議  ・全員協議会（全議員→閉会中の連絡事項について） 

・委員長会議（正副議長、各常任委員長、議会運営委員長→各委員会の運

営について） 

・各派代表者会議（正副議長、各派代表者（交渉団体とならない会派につ

いては、オブザーバーとしての出席を認めている。 

→市政に関する重要案件について） 

・議員互助会役員会（会長、副会長、理事若干名、監事 2 名、庶務会計事
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務局→議員互助会の運営について） 

・議会報編集委員会（正副議長、委員 6 名→議会報（結城市議会だより）

の編集発行について） 

※3 年に一回子ども議会を開催している。 

７．議会の活動状況 

本会議関係（平成２１年１月から１２月） 

・４回の定例会 

会期→６９日間、開議日数→４日、会議延べ時間→４１時間１４分 

一般質問人数→３２人、傍聴者９６人 

８．議員報酬 

・議長→４１８，０００円・副議長→３７５，０００円・議員→３６１，０００円 

・期末手当率 ・６月（１００分の１６０） ・１２月（１００分の１７５） 

９．行政視察 

・常任委員会→１人１００，０００円（国内） 

・議会運営委員会→１人１００，０００円（国内） 

・議会報編集委員会→３５，０００円（国内） 

10．費用弁償 

・支給しない 

11．政務調査費 

・交付額→１人月額１０，０００円（交付方法、会派へ上半期・下半期に分けて交付） 

▽使途→研究研修費、調査旅費、資料作成費など 

12．運営費 

・交付額 １委員会年間→１００，０００円（交付方法、常任委員会及び議会運営委員会） 

▽行政視察の際に利用できる。 

13．議会刊行物 

・議会報 

①名称→議会だより（印刷製本費 １，０３６，１９３円） 

②発行→各定例会翌々月の１日に発行 

③発行部数→１７，３００部 

④配布先→市内全世帯（自治協力員を通じて配布）、交換市町村２６市町村、国土交通

省関東地方整備局、全国市議会議長会、市内コンビニエンスストア２０店舗 

⑤作成→議会報編集委員会（議員）により編集（イラストも議員が描く）校正を図り、

事務局が作成 

14．特色ある議会運営 

・全員協議会の開催→定例会開催月（本会議終了後に聞く場合もある）以外の毎月 21

日頃に開催。執行部からの報告関係は説明のみで、質疑は行わない。 

・勉強会の開催→定例会や全員協議会などでの案件の内容に対して、議長や委員会など

からの要望により、必要に応じて開催・案件について→執行部からの補足説明や確認

等が中心で、質疑も設けているが、審議・審査は行わない。 
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■富津市（千葉県） 

１．市制施行  昭和４６年９月１日 

２．人  口  ４７，９２９人 

３．面  積  ２０５．３５㎢ 

４．都市形態  房総半島の中西部に位置し東京湾に臨んでいる。南北４０㎞に及ぶ長い海

岸線と、マザー牧場がある鹿野山や切り立った崖の鋸山など、海や山に囲ま

れた自然豊かな田園工業都市である。 

５．議会構成 

・議員数２１名（条例定数２２人、法上限数３０名） 

・常任委員会・総務委員会 8 人・教育福祉 7 人・建設経済 7 人 

・特別委員会・企業誘致対策 10 人・合併等調査 10 人 

・議会運営委員会 8 人 

・党派 公明党 1 人 共産党 1 人 無所属 19 人 

・会派 賢政会 13 人 志新会 5 人 公明党 1 人 共産党 1 人 無会派 1 人 

６．報酬等 

・議長→５３０，０００円・副議長→４７０，０００円・議員４５０，０００円 

・期末手当→６月期末 1.95 ヶ月 １２月期末 2.20 ヶ月 

７．行政視察旅費 

・各常任委員会→８７，０００円 

・議会運営委員会→３５，０００円 

・企業誘致対策特別委員会→３５，０００円 

・合併等調査特別委員会→３５，０００円 

・政務活動費→１２０，０００円 

・費用弁償→自宅から往復距離数×㎞当たり３０円（昼食等の支出なし） 

８．一般質問 

・会派代表制→有り 

・通告制→有り 

・通告の期限→定例会招集の７日前に開かれる議会運営委員会の前日午後３時まで代表

質問は、会派所属議員が６人未満は９０分、６人以上１０人以下は１５０分

以内。 

個人質問は、答弁を含めて６０分以内 

・回数の制限→無制限 

・発言の順序→通告順 

・２１年度中一般質問者→３２人 

９．予算の審議方法 

当初予算→ 

・予算審査特別委員会設置付託（平成２２年度の委員数は１１名、構成は会派割） 

補正予算→ 

・各常任委員会に分割付託 
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10．決算の審議方法 

・決算審査特別委員会設置付託（平成２１年度の委員数は１１名、構成は会派割） 

・一般会計決算の提出時期→９月 認定時期→９月 

11．議会だより発行のための平成２２年度予算額→１，３８５千円 

12．定例会会期中の常任委員会への説明員の出席範囲 

・副市長、教育長、水道事業管理者、課長担当職以上 

13．委員会の公開（傍聴） 

・委員長の許可 

14．定例会会議日程 

・本会議 

↓議案の上程 

↓請願等上程付託 

本会議 

↓一般質問 

本会議 

↓一般質問 

本会議 

↓議案等質疑 

各委員会 

↓１日１委員会 

本会議（１日） 

委員長報告、質疑 

討論、採決 

人事、追加議案即決 

15．特色ある議会運営（取り組み） 

・定例会会期日程の公表 

２月の議会運営委員会で年間の会期日程（議運案）を作成し、公表している。 

・議場コンサートの開催 

開かれた議会、親しまれる議会を目指し、平成２２年３月定例会から、議場コンサー

トを開催している。（傍聴者の人数、関心を増やすために先進地を視察し、議場コンサ

ートを取り入れた。） 

 


